
第
二
十
一
回

白
謡
会
・
研
究
会
番
組
（
素
謡
）

平
成
二
十
三
年
四
月
二
日
（
土
）
午
前
十
時
半
始

於
・
小
田
原
松
永
記
念
館
・
老
欅
荘
（
〇
四
六
五
－
二
三
－
一
三
七
七
）

蟻

通

シ
テ

吉
原

昭
三

ワ
キ

松
澤
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地
頭
・
舎
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重
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頭
・
渡
邉
長
壽
、
佐
川
武
子

西

行

櫻

シ
テ
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ワ
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キ
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レ
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崎

純
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地
頭
・
青
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、
副
地
頭
・
西
尾
ま
つ
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、
三
武

孝

胡

蝶

シ
テ

二
宮

恵
磨

ワ
キ

三
武

孝

地
頭
・
平
戸
仁
英
、
副
地
頭
・
小
島
洋
子
、
糸
井
多
倍
子

ツ
レ
三
野

仁
子

熊

野

シ
テ

棟
居

禮
子

ワ
キ

中
山

眞
秀

ワ
キ
ツ
レ

渋
井

秀
子

地
頭
・
三
武

孝
、
副
地
頭
・
菊
田
博
、
市
川

公
子

子
方

中
尾

操

立
衆

鈴
木

紀
子

貫
之

松
本

幸
子

草
子
洗
小
町

シ
テ

加
藤
千
恵
子

ワ
キ

菅
原

秀
子

地
頭
・
橋
本
鏡
子
、
副
地
頭
・
神
埼
克
子
、
松
嶋
總
子

ト
モ

小
笠
原
久
珠
子

ツ
レ

堤

美
代
子

小

督

シ
テ

石
井
佑
卯
子

ワ
キ

小
林

宏
三

地
頭
・
山
口
健
次
、
副
地
頭
・
森
川
洋
子
、
森

庸
一

成
経

國
廣

静

康
頼

亀
田

啓
子

俊

寛

シ
テ

山
森

和
夫

ワ
キ

渡
邉

長
壽

地
頭
・
舎
川
重
隆
、
副
地
頭
、
松
澤
英
雄
、
平
戸
仁
英

附
祝
言

（
終
演
午
後
三
時
半
）

注
①

昼
食
は
各
自
で
弁
当
な
ど
を
ご
用
意
下
さ
い
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご
持
参
を
お
勧
め
し
ま
す
。

注
②

番
組
多
数
の
た
め
休
憩
時
間
を
設
け
ま
せ
ん
、
適
宜
控
室
に
て
ご
休
息
下
さ
い
。

注
③

茶
道
を
な
さ
っ
て
い
る
会
員
の
ご
協
力
を
頂
い
て
、
会
の
途
中
で
お
抹
茶
の
提
供
を
致
し
ま
す
。

注
④

会
の
進
行
状
況
に
応
じ
て
、
地
謡
の
一
部
を
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

注
⑤

会
費
は
研
究
会
の
規
定
額
に
施
設
料
金
な
ど
諸
経
費
を
基
本
会
費
と
し
て
加
算
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
当
日
、
会
計
幹

事
に
お
支
払
い
下
さ
い
。

注
⑥

会
終
了
後
、
小
田
原
市
内
で
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

（
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２
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）


